
ゴミゼロ型・資源循環型技術研究イニシアティブへの取組

平成１３年７月１７日

経 済 産 業 省

○ 問題認識

・最終処分場の逼迫等、ゴミゼロへの転換は待ったなしの課題

・ルール化については、世界トップレベルの法体系を構築

・リサイクルビジネス等、市場メカニズムによる解決が不可欠

我が国が有する優れた技術シーズの実用化

３Ｒ対策を体化した新たなモノづくり

我が国の産業競争力の向上

○ 問題解決に向けた取組

・総合科学技術会議を司令塔とした政府の一体となった取組

総合科学技術会議 環境ＰＪ 経済産業省・農林水産省・

国土交通省・環境省

・国が総力を挙げて取り組むゴミゼロ型技術戦略の策定

【必要なプログラム】

● リサイクル技術実用化

● 循環型製品設計・生産技術

● 循環型対応評価技術

● 廃棄物適正処理技術



○ 「ゴミゼロ型・資源循環型技術研究イニシアティブ」への経済産業

省の取組

１．これまでの取組

経済産業省では、容器包装リサイクル法などの個別リサイクル・

ルールの策定と併せて、その基盤となるリサイクル技術の研究開発

を実施し、円滑なリサイクルシステムの運営を確保。

【研究開発成果の例】

○廃プラスチックケミカルリサイクル（高炉原料として利用）

→容器包装リサイクル法のリサイクル手法として活用

○廃ペットボトルのボトルtoボトル技術（モノマー化）

→容器包装リサイクル法の新たなリサイクル手法として位置づけ

○エコセメント（廃棄物を原料としてセメントを製造する技術）

→リサイクルＪＩＳ化に向けてテクニカルレポートを作成

２．今後の主な技術開発課題

、 、 、今後は 廃棄物問題の迅速な解決を図るため 自動車や容器包装

家電、建設等の循環型政策上重要な分野におけるリサイクル技術の

実用化を図るとともに、製品の設計・生産時に３Ｒ対策を体化させ

た新たなモノづくり技術の開発を行うことが必要。これとあわせ、

３Ｒ技術の評価・規格化を図ることが重要。

（１）自動車リサイクル技術の実用化開発

●現行は埋め立てる以外にないシュレッダーダストをリサイクルする技術（鉄・

アルミ・銅・鉛・鉛等の金属分のリサイクル）

●オゾン層破壊や地球温暖化に影響のあるエアコンの冷媒フロンを効率的に回

収・リサイクルする技術



（２）３Ｒ基盤技術の開発・実用化

●容器包装リサイクルシステムの効率化を図るためのリサイクルを容易にする素材技術

や処理困難物を除去する技術

●家電リサイクルシステムにおいて、現在リサイクルすることができない部品や部材をリ

サイクルする技術

●建設リサイクルシステムの構築に向けた木材や建材を再び建材にリサイクルする技術

や３Ｒに対応した建築物を構築する技術

●組成が不明確であったり、複雑であるために、現行では経済的・技術的にリサイクル

することが不可能であり、埋め立てる以外にないものを原料としてリサイクルする技術

●使用済み製品・部品のリユース可能性を判定するなど、リデュース・リユースを進める

ための基盤的な技術

●安全性の確保や生態系の保全を図りつつ、バイオプロセスによる有用物質の生産や

廃棄物の分解・処理等、循環型産業システムを構築するために必要な基盤的な技術

（３）３Ｒ評価技術基盤の整備

●各種ライフサイクル全体における環境負荷を最小化するため、ライフサイクルアセスメ

ント（ＬＣＡ）に係るデータベースの整備

３．プログラム方式の推進

技術開発の政策目的を明確にした上で、重要技術課題の達成に向

けた総合的な取組を推進するため、プログラム方式を導入。これに

より、技術開発全体を循環型政策の中に統合した施策パッケージと

して推進を図る。

○政策目的

環境制約・資源制約を克服し、これを新たな成長の要因とする循環型経

済システムを構築するため、２０１０年までに

・再利用率を一般廃棄物で２４％、産業廃棄物で４８％

・最終処分量を一般廃棄物、産業廃棄物とも平成８年度に比して半減

することを目標に、必要なリデュース・リユース・リサイクル技術の確立・実

用化を図る。



第２期研究課題の設定

第２期実用化
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LCA評価技術の開発 LCAデータの整備

家電リサイクル法の運用
自動車リサイクル法制定・施行　

　技術開発成果の普及策の検討（グリーン購入規準への反映）
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熱硬化樹脂リサイクル

電気・電子製品の再利用技術

建築廃材・ガラス等リサイクル

３Ｒ実用化開発補助
・容器包装リサイクル法に基づくリサイクル技術
・家電リサイクル法のリサイクル率向上技術

・資源有効利用促進法の３Ｒ対策を効率化する技術

技術シーズの発掘・育成

　
自動車リサイクル技術開発プロジェクト
　　　　・シュレッダーダスト、フロンリサイクル等

９０％８５％８０％

　リサイクル施設の整備支援

容器包装リサイクル法の運用

資源有効利用促進法等による３Ｒ対策の網羅的実施
　循環型社会形成推進基本計画の策定

法律の見直し

３Ｒプログラムのイメージ
政策目標

２００４ ２００５

・循環型社会
　　　　　の構築

・リサイクル産業
　
　　　　　の創出

　　　　　環境測定JISの制定・普及リサイクル品に係るJISの制定


